
くうきプレー

つりあいピストンは滅速ばねのため全ゆるめ位置まで抑出され

はじめて，列車後部の制御弁と同じ大さの通路が開かれるので，

列車前後の込め時間が平均してくる。(高桑五六)

くうきブレーキのしゆるい 空気ブレーキの種類 (車両の)

大別して直通ブレーキと 自動ブ レーキと に分けられる。 1868

年米国のジョージウェスチングハウスが初めて空気プレーキを

突用化したものは，も っとも簡単な直通ブレ ー キであった。し

かし直通プレ ー キは列車用空気プレーキとして，列車分間住の場

合ブレーキ軽量能を梨失し致命的な欠陥を有することと，列車の

編成が長くなった湯合には作用に鋭敏性を欠 く ため，これが発

明されて数年を 11\ずにこの欠陥を補う 三卸j弁が，やはりウェス

チングハウスにより発明されこれを使用した自動プレーキが生

れ. ~ljIlï用空気プレーキ装置として急速に発達した。

一方直通プレーキは単車運転を旨として生れた電車にとって

は，かけゆるめ自在な点で好都合のものでおるから盛んに使用

され，現在でもなお路面電車に使用されている。

電車が輸送力増滋のため述結巡転をする必要が起 ったので，

列車分般の時プレーキ軽量能政失に対する防護として，直通プレ

ー キに非常弁を併用した非常弁付直通ブレーキが考案され 2 両

までの電車に食用された。さらに時代の嬰求で電車のìili結両数

別 表空気プレ

極
類別 摘要

)JIJ 

純直通
単車運転専用の阿巡転台付 111向に用いられるも っ
とも簡単な装置.路間電車にmいられる.

直
列車分離に対す管本る防護革装低として非連結常弁を使用し，
非常管と[直通 とを両相互間に (元空気だ

非常弁付底辺 め管を含め 3 のホースをill!給することをもある)
L., 2 両にわたって底辺ブレーキの作用 行い得
る装(ftで 2 両述結までの'i111ft . 気動車に用いられ
る.

直通ブレーキ用電磁弁を使間し電気回路を通じて
各事ーせいにこれらの電磁弁を消励磁し同期的の

通
'i11磁直通 プレ 』 キ作用を 1'T 5. ただし車両相互のプレ ー キ

ンゾ Y ダ圧力をつり合わせる装置と列車分離に対
する防護装置を併有する.

直通自動切換

単IIIまたは 3 両遮結までのI先ft阿で，だ迎け結通純時は両1ft
共に純自動とすることきも， 顕率 直 プレー
キ併用とすることもで . 1幹事の場合は 直通に
切換得る.

自 3 両まで連結する'i11I[iに用いられ，先頭車どけは

直通プレーキを併用することができ，他のl[i ft純

底辺イナ自動
自動となる.また[江迎付自!Jl)}ととくに呼ばないが

機関耶j明空気ブレーキは:長編成列車の自動プレー

キを制御できると同時に，機関車自らの直通ブレ

ー キを使用できるのでこの矧)JI)に属する.

制御弁， ~気だめおよびブ νーキシリンダを備え

た客貨車用のもので車掌弁を併用することもでき

純 自 動 る.

純自動のフレーキ管減圧を促進，しかも同期的に

電磁自動 するため，フレ ー キ管に電磁吐出し弁を併用した
もので 10 丙までの編成電車に用いられる.

!llb 中継弁付 電磁係自動のブレ キシリ γ ダピスト γ1'T程の伸び

電磁自動 に関 なく式，プレーキ力を保持するため中継弁を
併用する方

電磁ゆるめ弁 長編成も電車用として AREに電磁ゆるめ弁を併用
付 ARE した の. 10 阿をこ える編成電車に用いる.

が 2 雨をこえるようにな っ て， 自動ブレーキを主体とするもの

ができたが， 耳i司1で運転する般会もあるので，編成時には先頭

車だけではあるが直通ブレ ー キ作HJ を可能とするし也通付自動

ブレーキ1 もある。また辿紡 11寺の性能はこれと同 じであるが，

単単のi劫合は純l立通に切換え得る L凶通 1:;lilliJ 切換1 の l主|飲 GP

S も考案され短編成の気動車に係周されている，

このように111車は直通ブレーキを;lit悠と して列恥m 陶 磁j プレ

ーキとは )jlJj闘に発達したが， 三動弁が完成後編成電車にこれを

取入れ， しかも他のヰ工極のものに比し電源に7ぶまれているので，

電彪弁を併用してプ レーキ性能を向上させるように考案したも

のが多く あり，上述のように空気プレーキのもE類は電車におい

て発述の変ぼうがも っ ともいちじるしい。別表にこれ等の一覧

を示す。

なお最近電車の主電動僚をプレーキをかける時には発電機と

する発電ブレーキと，空気プレー キを補助的に使用するíIt~併

用プレーキが発注しつつある。一-'空気プレーキ装置'1 (磁l掲幕

府)。空気プレーキ装位 (11ì: l11用)。空気プレーキ裟鼠(貨111用)。

空気プレ ー キ装恨(客車矧) 0 (高桑五六)

くうこう 空港 水陸いずれを問わず航空機の離着する場所で

あ っ て，航空話器材の修理 ・ 補給および保安設備を有し，かつ旅

ー キの種類

わ が国 で 災 j刊されたものの例

ド}照主記とこ 周し てL 電らl)>車れ] 

発明また
は考案者名 称 プ ν ー キ弁制御弁その他の弁

SM3 I PV3 一一一
w 

SME 1 M18A 1 01 言ド常弁 一一ー

EH1 I QA2 るSE 非常子f 述卸J弁
GE 

S E 1 IH 1 ヲ F'Ä\ 弁

電用気 フレ キ電動併
連動込め弁| 問弁 ，フ このほか

W SMEE ME42 有J込め弁 非常 気 レー キ巡
でない ものもあ

可変荷重弁 吐出し弁 るが.多併用するも
のかい.

G 2 A~正式
国鉄 GPS G2A P2 二重逆止め 気動車用

弁

AMM M24C M2B 14 ・ 15番!!!
電車用式逆止め弁

w NO.6 E T H 6, S 6 No.6 
蒸気峨|鎚l[i用分配弁

No.14EL K14A No.14 
No. 1 切j典弁 電気機関車用分配弁

GE A010 J 5 QB3 
速動弁

電車用
K S T18 F8 

KC , KO K 1, K 2 貨I[i用
W 

PM , PF P 1, P 2 客車用

GP G P2 

国 気動車用
DA1 M23 A 

DA2, AV A 気客動車または
事用

JE ME23 J5A 
電磁吐出し弁

AE 

T中E継磁吐弁出し弁 電車問
ARE ME23A A 

鉄
電弁磁ゆるめ 'I!t磁吐出し舟

付ARE "ゆるめ弁
中継弁

注 発明または考案者側中Wはウェスチ Y グハワス社， GEはゼネラルエレクトリッタ社， Kは P ンツエ ・ タノー Jレ社，国鉄は日本国有鉄道に

おいて考案実施に移したもの.
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